
　
　
　
資
源
賦
存
量
希
少
国
に
於
け
る
経
済
発
展
の
条
件
と
速
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
岡
　
守
　
行

　
　
　
　
　
　
　
一
　
序
　
　
　
　
論

　
多
く
の
後
進
経
済
に
於
て
観
察
さ
れ
る
労
働
の
大
規
模
な
慢
性
的
失
業
を
説
明
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
異
な
っ
た
仮
説
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
第
一
の
仮
説
ー
E
c
k
a
u
s
悶
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
ー
は
要
素
代
替
の
範
囲
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
と
仮
定
す

る
。
後
進
経
済
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
さ
な
資
本
ｌ
労
働
比
率
の
も
と
で
は
労
働
の
限
界
生
産
物
は
実
際
に
は
ゼ
ロ
と
な

り
、
か
く
て
な
ん
ら
か
の
正
の
賃
金
率
の
も
と
で
完
全
雇
用
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

経
済
に
於
け
る
計
画
当
局
の
重
要
な
目
標
は
、
最
小
の
時
間
で
完
全
雇
用
を
保
証
す
る
に
十
分
な
資
本
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
第
二
の
仮
説
ー
主
と
し
て
L
e
w
i
s
圈
、
切
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
ー
は
、
多
く
の
人
々
の
関
心
を
ひ
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
説
に
よ
る
と
後
進
経
済
に
於
て
は
、
労
働
供
給
は
一
定
の
実
質
賃
金
率
―
こ
れ
は
、
制
度
的
に
決
定
さ
れ
た
水
準
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
生
存
水
準
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
と
解
釈
せ
ら
れ
得
る
ー
の
も
と
で
完
全
に
弾
カ
的
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

労
働
者
は
彼
等
の
全
貨
全
所
得
を
消
費
す
る
と
い
う
仮
定
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
も
と
で
は
完
全
雇
用
を
維
持
す
る

こ
と
が
制
度
的
に
不
可
能
と
な
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
小
額
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
も
と
で
は
完
全
雇
用
で
の
労
働
の
平
均
生
産
物
は

　
　
　
資
源
賦
存
量
希
少
国
に
於
け
る
経
済
発
展
の
条
件
と
速
度
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最
低
限
の
一
定
の
実
質
賃
金
率
よ
り
低
く
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
後
者
の
仮
説
を
採
用
し
て
、
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
ー
労
働
力
が
過
剰
で
賃
金
が
上
昇
せ
ず
、
労
働
供
給
が
最
低
限
の
一
定

の
実
質
賃
金
率
の
も
と
で
「
無
制
限
的
」
で
あ
る
状
態
ｌ
か
ら
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
ｌ
経
済
が
発
展
し
、
労
働
需
要
が
増
大
し
、
そ
の

結
果
労
働
力
が
不
足
し
て
賃
金
が
上
昇
し
、
労
働
供
給
が
「
制
限
的
」
な
状
態
ー
へ
の
移
行
の
条
件
を
数
学
的
に
導
出
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
M
i
n
a
m
i
問
、
南
1
5
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
　
　
M
i
n
a
m
i
閣
、
南
1
5
は
も
し
も
第
三
の
生
産
要
素
た
る
土
地
ー
こ
れ
は
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
自
然
資
源
や
気
象
条
件
を
含
む
と
解
釈
さ
れ
る
ー
の
生
産
弾
力
性
に
よ
っ
て
割
り
引
か
れ
た
技
術
進
歩
率
が
労
働
供
給
の
成
長

率
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
経
済
は
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
よ
り
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
へ
移
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
結
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、
M
i
n
a
m
i

　
　
　

問
、
南
1
5
の
場
合
第
三
の
生
産
要
素
の
成
長
率
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
や
イ
リ
ギ
ス
の
よ
う
な
資
源
賦
存
量
希

　
　
　

少
国
に
と
っ
て
は
、
第
三
の
生
産
要
素
ー
自
然
資
源
ー
の
重
要
性
は
疑
う
べ
く
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
部
分
の
成
長
モ

デ
ル
に
於
て
は
、
生
産
要
素
と
し
て
資
本
と
労
働
の
二
種
類
だ
け
が
認
め
ら
れ
第
三
の
生
産
要
素
が
無
視
さ
れ
て
居
り
、
又
第
三
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
産
要
素
を
認
め
る
M
e
a
d
e
問
、
T
s
i
a
n
g
1
4
等
の
モ
デ
ル
に
於
て
も
M
m
a
m
i
　
旧
、
南
1
5
と
同
様
に
第
三
の
生
産
要
素
は
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
し
な
い
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
K
h
a
n
g

５
に
よ
っ
て
第
三
の
生
産
要
素
ー
こ
れ
は
輸
入
さ
れ
る
ー

の
成
長
を
認
め
る
オ
ー
プ
ン
・
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
た
。
本
稿
に
於
け
る
我
々
の
主
要
な
目
的
は
主
と
し
て
K
h
a
n
g
　
ｌ
ｃ
の
モ
デ
ル

に
依
拠
し
て
、
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
か
ら
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
へ
の
移
行
の
条
件
を
数
学
的
に
導
出
す
る
と
同
時
に
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
て
移
行
の

速
度
に
つ
い
て
も
若
干
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
K
h
a
n
g
間
の
モ
デ
ル
は
、
こ
こ
で
の
用
語
を
用
い
れ
ば
、
フ
ェ
イ

ズ
Ⅱ
に
於
け
る
モ
デ
ル
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
彼
の
モ
デ
ル
は
生
産
関
数
に
生
産
要
素
に
関
す
る
一
次
同
次
性
を
仮
定
し
て
居
り
、

又
減
価
償
却
を
無
視
し
て
い
る
。
我
々
は
生
産
関
数
に
生
産
要
素
に
関
す
る
一
次
同
次
性
を
仮
定
せ
ず
又
減
価
償
却
を
考
慮
し
て
い
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る
の
で
、
我
々
の
フ
ェ
ィ
ズ
Ⅱ
の
モ
デ
ル
は
K
h
a
n
g
　
５
の
モ
デ
ル
と
全
く
同
一
で
あ
る
と
言
う
わ
け
で
は
な
く
、
や
や
そ
れ
を
拡

充
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
記
　
　
　
　
号

　
本
橋
で
用
い
ら
れ
る
記
号
を
次
の
如
く
定
め
る
。

　
ｙ
Ｈ
Ｉ
実
質
国
民
生
産
物

　
£
ｌ
‥
‥
労
働
供
給
量
（
フ
ェ
ィ
ズ
Ⅱ
で
は
こ
れ
は
雇
用
労
働
量
に
等
し
い
。
）

　
　
３
-
労
働
供
給
量
の
初
期
値

　
Ⅳ
ｌ
‥
‥
フ
ェ
ィ
ズ
Ｉ
に
於
け
る
雇
用
労
働
量

　
う
　
騏
ｕ
フ
ェ
ィ
ズ
Ｉ
に
於
け
る
雇
用
労
働
量
の
初
期
値

　
瓦
‥
ｌ
資
本
ス
ト
ッ
ク

　
壁
‥
自
然
資
源
量
（
輸
入
さ
れ
る
）

　
！
ｘ
！
　
=
国
民
生
産
物
が
実
際
に
輸
出
さ
れ
る
量

　　
ハ
ー
最
大
に
輸
出
可
能
な
国
民
生
産
物
の
量
の
初
期
値

　
丿
了
技
術
水
準
の
初
期
値

　
叩
ｕ
実
質
賃
金
率

　
ｒ
ａ
実
質
資
本
収
益
率
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λ
ｎ
ｌ
技
術
進
歩
率

？
‥
ｌ
労
働
供
給
量
の
成
長
率

’
Ｃ
ｉ
｡
=
国
民
生
産
物
の
価
格

瓦
‥
‥
―
訂
の
価
格

ぷ
作
最
大
に
輸
出
可
能
な
国
民
生
産
物
の
量
の
成
長
率

ｏ
　
=
最
大
に
輸
出
可
能
な
国
民
生
産
物
の
量
に
対
す
る
実
際
に
輸
出
さ
れ
る
国
民
生
産
物
の
量
の
比
率
の
交
易
条
件
幻
に
関
す
る

　
　
弾
力
性

粕
八
ａ
労
働
供
給
が
完
全
に
弾
力
的
と
な
る
賃
金
水
準

回μ
Ｉ
Ｕ
減
価
償
却
率

今
‥
ｌ
資
本
所
得
か
ら
の
平
均
（
限
界
）
貯
蓄
性
向

０
５
労
働
所
得
か
ら
の
平
均
（
限
界
）
貯
蓄
性
向

ｓ
＝
―
国
民
所
得
か
ら
の
平
均
（
限
界
）
貯
蓄
性
向

ａ
ａ
コ
ッ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
パ
ラ
ミ
タ
ー
（
ｏ
△
Ｑ
八
μ
）

β
ｎ
‥
コ
ッ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
パ
ラ
ミ
タ
ー
（
ｏ
＜
ハ
心
△
ご

γ
‥
‥
Ｉ
コ
ッ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
パ
ラ
ミ
タ
ー
（
こ
△
ｙ
△
μ
゛
？
一
―
仙
十
ｒ
=
ｉ
）

ｙ
ｕ
規
模
に
関
す
る
収
穫
パ
ラ
ミ
タ
ー

Ｚ
１
＝
時
間
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三
　
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
の
モ
デ
ル

　
便
宜
上
労
働
供
給
が
完
全
に
非
弾
力
的
で
あ
る
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
の
モ
デ
ル
か
ら
説
明
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
生
産
関
数
は
次
の

如
く
コ
ッ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
で
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。

生
産
関
数
に
生
産
要
素
に
関
す
る
一
次
同
次
性
は
仮
定
し
な
い
。

　
労
働
供
給
量
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
一
定
の
率
で
成
長
す
る
も
の
と
す
る
と
次
式
が
成
立
す
る
。

　
生
産
関
数
に
生
産
要
素
に
関
す
る
一
次
同
次
性
を
仮
定
し
な
い
の
で
、
実
質
賃
金
率
及
び
実
質
資
本
収
益
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働

及
び
資
本
の
限
界
生
産
物
を
り
で
割
り
引
い
た
も
の
に
等
し
い
も
の
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
だ
の
が
次
の
㈲
㈲
で
あ
る
。

　
資
本
所
得
及
び
労
働
所
得
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
一
定
率
の
貯
蓄
が
な
さ
れ
、
貯
蓄
は
す
べ
て
投
資
さ
れ
、
資
本
ス
ト
。
ク
存
在

量
の
一
定
割
合
が
減
価
償
却
の
た
め
生
産
過
程
か
ら
取
り
除
か
れ
る
と
仮
定
す
る
と
次
式
が
導
か
れ
る
。
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を
得
る
。
こ
こ
で
Ｓ
=
Ｓ
ｒ
Ｐ
十
ｊ
Ｑ
で
あ
る
。

　
最
大
に
輸
出
可
能
な
国
民
生
産
物
の
量
ｌ
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
一
定
率
で
成
長
す
る
ー
に
対
す
る
実
際
に
輸
出
さ
れ
る
国

民
生
産
物
の
量
の
比
率
は
交
易
条
件
の
関
数
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
比
率
の
交
易
条
件
に
関
す
る
弾
力
性
は
一
定
で
あ
る
と
す
る
。
こ

の
こ
と
を
定
式
化
し
た
の
が
次
の
帥
で
あ
る
。

　
山
一
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
訂
の
限
界
生
産
物
を
り
で
割
り
引
い
た
も
の
が
交
易
条
件
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
訂
に
対
す
る
需

要
量
は
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
か
く
て
次
式
が
成
立
す
る
。

国
際
収
支
は
常
に
均
衡
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
次
式
を
得
る
。

　
印
、
㈲
、
㈲
、
㈲
、
㈲
、
⑦
、
㈲
、
㈲
で
一
つ
の
体
系
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
体
系
で
は
式
が
ハ
個
で
未
知
数
は
ｙ
、
£
、
瓦
、

訂
、
ぺ
　
ｇ
、
ｒ
、
八
、
♪
の
九
個
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
実
物
体
系
で
は
、
絶
対
価
格
水
準
♪
は
一
義
的
に
決
定
さ
れ
得
な
い

か
ら
、
こ
の
こ
と
は
当
然
予
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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四
　
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
に
於
け
る
均
衡
成
長
径
路

－123－

　
㈲
、
㈲
よ
り

　
ａ
ｏ
）
　
ｘ
=
^
ｒ
ｙ

が
成
立
す
る
。

　
山
、
㈲
、
㈲
、
困
、
㈲
、
⑦
、
㈲
、
㈲
、
�
を
そ
れ
ぞ
れ
成
長
率
の
タ
ー
ム
で
書
き
改
め
る
と

　
（
芯
　
Ｑ
（
ｉ
）
ａ
ユ
｀
十
ａ
Ｇ
（
Ｄ
十
Ｂ
Ｇ
（
Ｋ
）
十
ｙ
Ｑ
（
≒
）
｝

　
ａ
＾
　
　
　
Ｇ
（
Ｌ
）
=
ｎ

　
ａ
３
）
　
　
　
Ｇ
（
w
／
ｐ
）
=
Ｇ
（
Ｙ
）
Ｉ
Ｑ
（
ド
）

　
０
４
１
　
　
　
Ｇ
（
ｒ
ｌ
Ｐ
）
=
’
Ｇ
（
Ｙ
）
-
Ｇ
（
Ｋ
）

　
（
１
５
）
　
　
　
　
　
Ｇ
（
哨
）
＝
？
ら
つ
ｌ
ｔ

　
ａ
ｅ
）
　
　
　
Ｇ
（
Ｘ
）
^
ｘ
十
Ｐ
Ｇ
（
Ｐ
Ｊ
Ｐ
）

　
ａ
ｉ
）
　
　
　
Ｇ
（
ｐ
ｊ
ｐ
）
=
Ｇ
（
Ｙ
）
Ｉ
Ｑ
（
と
。
）

　
忿
　
Ｑ
（
ｋ
。
）
ａ
Ｑ
（
唇
ヨ
な
）
十
（
り
（
縦
）

　
呈
　
Ｑ
（
ｋ
。
）
ａ
Ｑ
｛
｝
ハ
）

と
な
る
。



　
帥
に
㈲
を
代
入
し
叫
を
考
慮
す
る
と

　
誓
Ｑ
（
尚
）
ａ
九
万
十
｛
ｔ
Ｉ
｝
）
Ｇ
（
Ｙ
）
ｌ
Ｐ

を
得
る
。

　
�
、
㈲
、
�
か
ら

　
ｅ
ｔ
）
　
　
　
　
Ｇ
（
Ｙ
）
^
＾
。
｛
ｐ
ｘ
十
Ｑ
Ｉ
十
？
Ｐ
Ｇ
（
Ｋ
）
十
ｌ
こ
レ

が
導
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
Ａ
=
＾
（
ｌ
-
乙
十
八
名
十
忿
十
こ
で
あ
り
、
レ
▽
ｃ
を
仮
定
す
る
。

　
哨
、
㈲
、
�
よ
り

　
　
　
　
　
　
ー

　
息
　
た
に
良
１
　
１
（
ｏ
）
Ｑ
″
可
―
’
？
‐
｛

　
1
-
t
、
㈲
、
匈
か
ら

　
＾
｝
　
　
　
ｙ
　
=
-
Ｖ
ｅ
ｘ
ｐ
ｌ
｛
（
ｘ
ｐ
ｖ
十
名
―
十
ｒ
＾
ｘ
）
／
Ａ
｝
ｔ
］

が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
Ｃ
は
正
の
定
数
で
あ
る
。

　
㈲
と
叫
よ
り

　
言
　
邸
十
ｉ
≪
Ａ
　
=
＝
ｓ
Ｃ
　
ｅ
　
ｘ
ｐ
口
Ｕ
ｐ
ｖ
十
名
義
十
ｊ
と
｀
レ
之
］
｀
＾
一
首
、
レ

と
い
う
微
分
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
匈
の
一
般
解
は

　
忿
　
匈
１
ご
？
十
名
５
十
―
≒
十
八
ル
い
Ｉ
こ
十
八
名
デ
こ
゛
偏
≒
辱
［
｛
こ
萱
十
名
義
十
ｒ
ｖ
ｘ
｝
　
Ａ
｝
ｎ
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十
Ｑ
λ
Ｍ
勿
［
一
９
宕
（
｛
－
こ
十
八
毛
十
べ
｝
｝
｀
レ
首
】
」

で
与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
Ｇ
は
積
分
定
数
で
あ
る
。

　
叫
か
ら
£
の
長
期
均
衡
成
長
率
は

　
菖
刃
弓
ｊ
に
言
岫
将
卒
ｙ

と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
斡
、
叫
よ
り

　
ｇ
Ｇ
（
ｒ
）
＊
=
：
猷
ぼ
心
言
甘
ご

を
得
る
。

　
叫
、
如
か
ら
資
本
係
数
は
結
局
一
定
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
結
論
で
き
、
そ
の
値
は
叫
、
叫
よ
り

　
Ｋ
　
＊
¨
¨
　
　
　
　
　
堕
ミ
↑
１
乙
十
八
毛
十
こ

　
　
　
｝
、
　
　
八
な
十
Ｑ
き
十
ｊ
）
十
ｔ
宕
ロ
ー
こ
十
八
尼
十
こ
｝

と
な
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　
�
、
㈹
、
�
、
匈
か
ら

　
諮
刃
尚
づ
Ｉ
こ
（
ｔ
ｊ
↑
）
十
Ｊ
ペ
ツ
パ
こ
心
ご
ご
気
づ
十
ｅ
（
Ｍ
ｊ
咄
）
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�
、
�
、
匈
よ
り

　
五
Ｑ
（
こ
）
ｊ
尽
言
言
足
長
坦
帽
）

　
帥
、
�
か
ら

　
五
こ
な
）
ｒ
こ
ご
言
べ
信
号
圀
）

　
㈲
、
叫
、
匈
よ
り

　
（
３
＾
　
　
　
Ｇ
（
ｒ
／
ｐ
ｙ
^
Ｏ

　
㈲
、
匈
か
ら

　
五
万
）
ゾ
几
八
月
甘
作
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
る
。

　
如
に
於
て
、
ｖ
=
ｉ
。
　
；
ｉ
=
０
と
す
る
と
、
Ｑ
（
ａ
ｐ
　
＋
　
ｒ
と
な
る
故
、
こ
の
場
合
は
Ｇ
（
ｙ
）
＊
は
二
つ
の
外
生
的
に
与
え

ら
れ
た
成
長
率
ガ
と
ｘ
の
加
重
平
均
と
な
り
、
Ｇ
（
Ｙ
）
”
は
″
と
ｘ
に
よ
り
副
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ｖ
=

１
。
　
；
ｉ
=
ｏ
に
加
え
さ
ら
に
？
応
を
仮
定
す
る
と
、
叫
、
匈
、
�
、
叫
よ
り
、
Ｑ
（
Ｙ
Ｙ
Ｇ
（
Ｋ
ｙ
'
=
Ｇ
｛
Ｍ
贈
‥
‥
這
が
言
え
、
か
く
て

労
働
の
生
産
性
は
一
定
と
な
り
、
又
交
易
条
件
も
一
定
と
な
る
。
姉
か
ら
例
え
ｙ
ｊ
　
？
占
と
仮
定
し
て
も
Ｘ
∇
以
な
ら
ば
、

Ｑ
（
元
ｐ
）
＊
▽
こ
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
又
こ
こ
で
の
Ｑ
（
元
勿
づ
▽
ｏ
で
あ
る
た
め
の
条
件
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五
　
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
の
モ
デ
ル

以
上
、
式
の
数
、
未
知
数
の
数
は
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
の
モ
デ
ル
と
同
じ
で
あ
る
。
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六
　
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
に
於
け
る
均
衡
成
長
径
路
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七
　
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
か
ら
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
へ
の
移
行
の
条
件
と
速
度
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と
い
う
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
に
あ
る
経
済
は
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
に
移
行
す
る
。

　
㈲
、
㈲
、
糾
よ
り
・
移
行
の
条
件
は

　
m
　
　
　
ｖ
ｐ
／
Ｌ
―
Ｐ
ｎ
（
ｌ
―
乙
十
ｒ
ｖ
（
ｘ
~
ｎ
）
▽
ｏ

と
表
わ
さ
れ
る
。

　
�
よ
り
、
例
え
？
ｊ
ｙ
工
の
場
合
で
も
、
≒
∇
３
即
ち
最
大
に
輸
出
可
能
な
国
民
生
産
物
の
量
の
成
長
率
が
労
働
供
給
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿

長
率
よ
り
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
経
済
は
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
よ
り
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
へ
移
行
す
る
M
m
a
m
i
問
、
南
仰
の
場
合
は
、
？
占
の

時
は
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
よ
り
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
へ
移
行
す
る
可
能
性
は
全
く
存
在
し
な
い
。

　
次
に
移
行
の
速
度
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
経
済
が
だ
ん
だ
ん
成
長
し
労
働
需
要
が
増
大
し
、
そ
の
結
果
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
に
あ
る
経
済

の
雇
用
労
働
量
が
労
働
供
給
量
に
等
し
く
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
点
に
於
て
過
剰
労
働
は
消
滅
し
経
済
は
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
に
移
行
す

る
。
か
く
し
て
移
行
に
要
す
る
時
間
に
関
し
て
は
、
次
式
で
与
え
ら
れ
る
条
件
を
満
た
し
た
ー
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
。
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が
成
立
す
る
。

　
か
く
し
て
、
我
々
は
次
の
結
論
を
得
る
。

　
印
　
技
術
進
歩
率
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

　
㈲
　
労
働
供
給
の
成
長
率
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど

　
㈲
　
最
大
に
輸
出
可
能
な
量
の
成
長
率
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

　
㈲
　
規
模
に
関
す
る
収
穫
の
程
度
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

　
㈲
　
も
し
も
、
規
模
に
関
し
て
収
穫
不
変
又
は
逓
増
が
支
配
し
て
い
る
な
ら
ば
、
最
大
に
輸
出
可
能
な
国
民
生
産
物
の
量
に
対
す
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る
実
際
に
輸
出
さ
れ
る
国
民
生
産
物
の
量
の
比
率
の
交
易
条
件
に
関
す
る
弾
力
性
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

㈲
　
も
し
も
、
規
模
に
関
し
て
収
穫
不
変
又
は
逓
増
が
支
配
し
て
い
る
な
ら
ば
、
自
然
資
源
の
生
産
弾
力
性
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る

　
ほ
ど

∽
　
労
働
供
給
の
初
期
値
が
小
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

㈲
　
フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
に
於
け
る
雇
用
労
働
量
の
初
期
値
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

フ
ェ
イ
ズ
Ｉ
か
ら
フ
ェ
イ
ズ
Ⅱ
ヘ
の
移
行
の
速
度
は
早
く
な
る
。

　
（
１
）
　
叉
↑
Ｊ
）
十
八
七
十
こ
▽
０
を
仮
定
す
る
。

　
（
２
）
　
叉
↑
－
昌
十
石
▽
こ
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
（
３
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
は
M
i
n
a
m
i
問
p
p
.
1
9
8
-
2
0
0
’
南
1
5
p
p
.
　
8
7
-
8
9
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

　
　
　
　
　
参
　
考
　
文
　
献
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